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１ 目的 

  屋外で新型コロナウイルス感染症感染防止対策を講じながら子どもたちの身体的機能

等の向上を図るため、由布市庄内総合運動公園内に未就学児を対象にした複合遊具等を

整備するに当たり、複合遊具等の整備に係る設計・施工業務を一括して行う事業者（以

下、「事業者」という。）をプロポーザル方式にて選定するための参加資格要件、技術提

案手続き及び審査評価基準等について必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 工事等の概要 

（１）工事名 

   令和４年度庄内総合運動公園複合遊具設置工事 

（２）発注方式 

   本プロポーザルは、提案を受けた上で遊具等の実施設計及び施工を一括して発注す

る設計・施工一括発注方式である。 

（３）事業等の内容 

   複合遊具等の設計、設置工事一式（基礎工事含む） 

   詳細については、別紙「令和４年度庄内総合運動公園複合遊具設置工事 要求水準

書」のとおり。 

（４）工期 

   契約締結日の翌日から令和５年３月１０日（金）まで 

（５）施工場所 

   由布市庄内町大龍１４００番地 

   由布市庄内総合運動公園内（由布市庄内公民館みんなの広場） 

（６）提案上限額 

   ２５，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

   ※実施設計、製品製作及び設置工事等の全てを含む。 

 

３ 参加資格 

  本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない

者であること。 

（２）手形交換所における取引停止処分、主要取引先から取引停止等の事実があり、経営

状況が著しく不健全であると認められる者でないこと。 

（３）破産法（平成１６年法律第７５号）の規定に基づく破産の申立て、会社更生法（平

成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成１

１年法律第２２５号）に基づく民事再生手続開始の申立てがなされていない者であ

ること。 
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（４）参加参加申込書の提出期限から契約締結日において官公庁から指名停止措置を受けて

いない者であること。 

（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第２号若しくは第６号の規定に該当しない者であること。 

（６）由布市暴力団排除条例（平成２３年条例第１号）第２条第１号若しくは第２号の規

定に該当しない者であること。 

（７）九州管内に本店又は支店、営業所を置く者であること。 

（８）過去１０年以内に国又は地方公共団体等が発注した工事において、本総事業費と同

規模程度の遊具設備設置工事を元請（共同企業体として受注した場合にあっては、

出資比率が５０％以上に限る。）し、完工した実績を３回以上有する者であるこ

と。 

（９）（一社）日本公園施設業協会技術資格者制度の公園施設製品安全管理士の資格を有

する専任主任技術者を配置できること。 

（１０）（一社）日本公園施設業協会が認定する SP マーク表示認定企業であること。 

（１１）建設業法（昭和２４年法律第１００号）の規定による「とび・土工・コンクリー

ト工事」または「造園工事」に係る建設業許可を受けており、経営審査事項を受

けていること。 

 

４ スケジュール 

 実施内容 実施期間又は期日 

１ プロポーザルの公告・実施要領の公表 令和４年５月１８日（水） 

２ 参加申込書受付期間 
令和４年５月１８日（水）から 

令和４年６月 ３日（金）まで 

３ 質問書受付期間 
令和４年５月１８日（水）から 

令和４年５月２４日（火）まで 

４ 質問書回答期限 令和４年５月２７日（金） 

５ 
参加資格審査結果通知 

提案書提出要請書送付 
令和４年６月８日（水） 

６ 提案書受付期間 
提案書提出要請書受理日 から 

令和４年７月８日（金） まで 

７ 
提案書に関する質問書の 

受付期間 

提案書提出要請書受理日 から 

令和４年７月１日（金） まで 

８ 提案書に関する質問書に対する回答期限 令和４年７月５日（火） 

９ 審査委員会（プレゼンテーション） 令和４年７月１５日（金）（予定） 

10 審査結果通知・公表 令和４年７月２０日（水）（予定） 

11 工事請負契約 令和４年８月上旬（予定） 
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※ スケジュールは、変更することがあります。 

 

５ 参加申込書の提出 

（１）提出書類 

  ① プロポーザル参加申込書（様式第１号） 

  ② 由布市暴力団排除条例に基づく誓約書（様式第２号） 

  ③ 配置予定技術者届（様式第３号） 

    資格者証及び健康保険被保険者証等の雇用関係、雇用期間が確認できるものの写

しを添付すること。 

  ④ 会社概要書（任意様式会社概要のわかるパンフレット等） 

  ⑤ 本実施要領３（８）の施工実績が確認できる資料 

    （工事名、請負金額、施工場所、受注形態、工期、発注機関、工事概要が確認で

きる資料又は工事実績情報システム（CORINS）に基づく「登録内容が確認できる

書類」の写し。） 

  ⑥建設業許可通知書の写し 

  ⑦経営事項審査の総合評定値通知書の写し 

  ⑧（一社）日本公園施設業協会発行のＳＰマーク表示認定企業認定証の写し 

（２）提出部数 １部 

（３）提出期間  

  令和４年５月１８日（水）から令和４年６月３日（金）１７時まで 

（４）提出方法 

  本実施要領１４に記載する住所に持参（閉庁日を除く８時３０分から１７時までの執

務時間内）、配送（配達の過程が確認できるもので提出期限までに必着）又は郵送

（配達証明書付き簡易書留郵便に限り、提出期限までに必着）により提出すること。 

（５）参加資格審査結果通知 

  事務局にて参加資格の書類審査を行い、令和４年６月８日（水）までに参加資格審査

結果通知書（様式第４号）にて結果を通知する。 

  また、審査により参加資格要件を満たしている者にはプロポーザル提案書提出要請書

（様式第５号）を併せて通知する。 

 

６ 質問書の提出 

（１）提出期間 

  令和４年５月１８日（水）から令和４年５月２４日（火）１７時まで 

（２）提出方法 

  本実施要領１４に記載するメールアドレスに電子メールにて質問書（様式第８号）を

提出すること。なお、来庁や電話等での受付は行わない。 
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（３）質問に対する回答 

  令和４年５月２７日（金）までに質問者名等を伏せた上で、質問内容と併せ質問者に

電子メールにて回答するとともに、由布市公式ホームページにて公表する。 

 

７ 提案書等の提出 

（１）提出書類 

  ①提案書（様式第６号）及び添付書類  

  （ア）提案目的物の概要図（完成予想イラスト）Ａ３版 

  （イ）遊具等の配置計画図 

  （ウ）その他各種図面（平面図、立面図、構造図等） 

  （エ）遊具設置後２０年間の維持管理経費を説明する資料 

  （オ）その他必要に応じた補足説明資料 

  ②施工計画書（工程計画、施工方法等）（任意様式） 

  ※サイズは問わないが A４サイズに製本（折りたたむ等）すること。 

  ③工事費内訳書（見積書）（任意様式） 

  ※工事費内訳書はＡ４サイズとし、様式は任意とする。 

   記載内容は工事項目ごとに金額等を明らかにするとともに必要に応じ品質、数量及

び単価等を付記するものとする。 

  ※本工事費内訳書に「値引き」などの経費の積算根拠が不明確となる項目は記載しな

いこと。ただし、１万円未満の金額を「端数処理」として切捨てる場合はこの限り

でない。 

  ④地元企業活用計画書（様式第７号） 

（２）提出部数 ８部（正本１部、副本７部） 

  ※提出書類の電子データ（PDF 形式）を DVD 又は CD に保存して１部を提出するこ

と。 

（３）提出期間 

  提案書提出要請書受理日から令和４年７月８日（金）まで 

（４）提出方法 

  本実施要領１４に記載する住所に持参（閉庁日を除く８時３０分から１７時までの執

務時間内）、配送（配達の過程が確認できるもので、提出期限までに必着）又は郵送

（配達証明書付き簡易書留郵便に限り、提出期限までに必着）により提出すること。 

（５）留意事項 

  ①提案書は、１部ごとファイルに綴じ、様式ごとにインデックスを付けること。 

   （ファイルの表紙に「提案書」と記載すること） 

  ②使用する文字の大きさは、１１ポイント以上とする。 

  ③カラー刷り、写真・絵・図・表等の挿入は可とする。 
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  ④日本語で作成した上、ページ番号を付する。 

  ⑤提出された提案書等は返却しない。 

  ⑥提出された書類は、プロポーザル審査のために複製することができるものとする。

また、当市が必要と認めた場合は提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

  ⑦提案書の提出は、１社につき１案とする。 

  ⑧提案書の提出後は、提案書に記載された内容の変更は認めない。ただし、配置予定

技術者の変更は、協議の上、当市が同等以上の実績・能力を有すると認める者に限

り変更を認める。 

  ⑨提案書の作成のために当市から受領した資料は、当市の了解なく公表及び使用して

はならない。 

  ⑩本工事の提案に当たっては、事前に参加者の責任において関係法令等を確認するこ

と。 

 

８ 提案書に関する質問書の提出 

（１）提出期間 

  提案書提出要請書受理日から令和４年７月１日（金）１７時まで 

（２）提出方法 

  本実施要領１４に記載するメールアドレスに電子メールにて質問書（様式第８号）を

提出すること。なお、来庁や電話等での受付は行わない。 

（３）質問に対する回答 

   令和４年７月５日（火）までに質問者名等を伏せた上で、質問内容と併せ参加申込

者全員に電子メールにて回答する。 

 

９ 現地視察 

  参加者の現地視察は事前に事務局に連絡し、由布市庄内総合運動公園及び由布市庄内

公民館の利用者に影響を与えない範囲で行うこと。 

 

１０ 優先交渉権者の選定 

（１）審査委員会の設置 

  本工事における優先交渉権者の選定に当たり「令和４年度庄内総合運動公園複合遊具

設置工事に係るプロポーザル審査委員会」（以下「審査委員会」という。）を設置す

る。なお、審査委員会は非公開とする。 

（２）プレゼンテーション・ヒアリング 

  ①審査日時、会場 

  （ア）令和４年７月１５日（金）（予定） 由布市役所本庁舎会議室 

  （イ）詳細については、参加資格要件を有する参加者に事務局が通知する。 
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  （ウ）新型コロナウイルス感染症予防のため、状況によりオンライン会議等、審査方

法を変更することがある。 

  ②所要時間 

  （ア）プレゼンテーション ２０分以内 

  （イ）ヒアリング     １０分以内 

  ③使用機器 

   プレゼンテーションに必要な機器は持参すること。ただし、プロジェクター及びス

クリーンは当市が準備する。 

  ④参加人数 

   １社につき、最大４名とする。 

  ⑤その他 

   プレゼンテーションは提出された提案内容に基づいて行うこととし、提案内容と関

連のない追加資料の提示は認めない。またプレゼンテーション（質疑応答含む）の

順番は提案書の受付順とする。 

（３）審査 

  ①審査方法 

   プロポーザルの審査は、評価基準表（別紙１）基づき、事務局で行う「客観評価」

と審査委員会が行う「主観評価」により実施する。 

  ②失格事項 

   次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

  （ア）提出書類に虚偽の記載があったとき。 

  （イ）審査委員会委員や関係者と本プロポーザルに係る質問等の連絡をしたとき。 

  （ウ）公正を欠いた行為があったとして審査委員会が認めたとき。 

  （エ）参加資格要件を満たさないことが判明したとき。 

  （オ）提案上限額を超える提案をしたとき。 

  （カ）プレゼンテーション開始時刻までに会場に来なかったとき。 

  （キ）その他、本実施要領に定める手続きによらなかったとき。 

  ③その他 

   提案者が１者の場合でも審査を実施し、合格基準点を超えていれば当該事業者を選

定する。なお、合格基準点は満点の６割以上とする。 

（４）優先交渉権者等の決定 

  評価基準の合計得点に基づき、優先交渉権者及び次点候補者を決定し、提案者全員に

「プロポーザル審査結果通知書」（様式第９号）にて通知する。 

  なお、合計点が最も高い提案者が複数いる場合は、工事内訳書の金額が低い最高点提

案者を優先交渉権者とする。 

（５）審査結果に対する問い合わせ等 
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  審査結果に関する電話等による問い合わせ、異議申し立ては一切受け付けない。 

 

１１ 契約 

（１）契約の締結 

  優先交渉権者と提案書等の内容に関する協議を行った後、地方自治法施行令第１６７

条の２に規定する随意契約の方法により契約を締結する。 

  契約の締結は、市と契約候補者において提案した内容等について協議し、双方が合意

した場合に行う。 

  ただし、契約候補者と合意に至らなかった場合は、その者と契約の締結を行わず、次

点候補者を契約交渉の相手方とする。 

（２）留意事項 

  候補者が契約締結までに次に掲げる事項に該当する場合は、契約を締結しないことが

ある。 

  ①正当な理由なくして契約の締結に応じないとき。 

  ②資金事情の悪化等により、事業の履行に支障があると認められるとき。 

  ③著しく社会的信用を損なう等により受託者として相応しくないと認められるとき。 

 

１２ 著作権、意匠及び提出物等の取り扱い 

（１）著作権及び意匠 

  ①提出物等の著作権は、第３者に帰属するものを除き、それぞれ提案者に帰属する。 

  ②提出物の中で、第３者の著作物を使用する場合は、著作権法（昭和４５年５月６日

法律第４８号）に認められた場合を除き、当該第３者の承認を得ておくこととす

る。 

  ③提出内容に含まれる特許権、実用新案権、商標権等、日本国の法令に基づいて保護

される者の権利の対象となっている工事材料、施工方法等を使用することにより生

ずる責任は、原則として参加者が負うものとする。 

（２）提出物等の取り扱い 

  提出物等については、本プロポーザルに関する公表、展示その他本プロポーザルに必

要と認められる場合は、本市は提案者の承諾を得ずに無償で使用及び複製できるもの

とする。 

 

１３ その他 

  ①提出書類等の作成及び提案書・プレゼンテーション審査に際して必要となる費用

は、全て参加者の負担とする。 

  ②プレゼンテーションに参加するものは、参加申込書の提出をもって本要領等の記載

内容に承諾したものとみなす。 
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  ③企画提案書には、提案者が実現を約束したものとみなすため確実に実現できる範囲

内で記載すること。 

  ④有料オプションなど、別途費用（本要領７（１）①（エ）に掲げる事項は除く。）

を必要とする企画提案書への記載は受け付けない。 

  ⑤事業者選定における会議は非公開とし、評価内容については由布市公式ホームペー

ジにて公表する。 

  ⑥辞退する場合は必ず辞退届（様式第１０号）を提出すること。 

  ⑦契約保証金の額は、契約金額の１００分の１０以上の額に相当する額とする。 

 

１４ 問い合わせ先（事務局） 

   由布市教育委員会スポーツ振興課（担当：生野） 

    住 所 〒８７９－５４９８  

        大分県由布市庄内町柿原３０２番地  

    電 話 ０９７－５８２－１２１７ 

    ＦＡＸ  ０９７－５８２－１２４５ 

    メール sports@city.yufu.lg.jp 


